
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

　 ２８年度 計

円 円 円 円 円 円

21,106,497 21,106,497

交付金額 20,129,000 20,129,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

町道上今町～高畑線は、現在の道路平均幅員がW=3.5mと狭隘なため、車
両の離合が困難であり緊急車両の通行等にも支障をきたしている状況で
ある。また、一部区間については、経年劣化による路面の平坦性の低下
に伴い、雨水の園芸施設への流入及び路面不陸部分への滞留がみられ、
耕作及び近隣住民の通行に支障をきたしている。
このため、拡幅改良工事（幅員W=4.5m）を実施し、交通状況と道路排水
の改善を図り、地域住民の安心安全の確保及び利便性の向上を目標とす
る。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：上今町～高畑線）整備事業

新富町長

新富町大字新田

　無

道路改良工事　L=150.0m

　平成２８年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の改良工事が完了となり、狭小であった幅員が改善され、地域
住民及び消防団へヒアリングを実施したところ、「道路幅員が広がった
ことにより、困難であった離合が容易になった」「雨水の路面滞留及び
周辺園芸施設への雨水の流入も改善された」との意見が寄せられ、地域
住民の生活環境の改善に寄与することができた。
　また、地元説明会及び工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金事
業であることを明記、説明し事業の周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

17,647,153 17,647,153

交付金額 17,000,000 17,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　計画区間の道路改良工事が完了となり、地域住民や消防団員等へヒアリン
グを実施したところ「見通しも良くなり、（木が無くなって）明るくなった。大型
農業機械車両との離合も容易になった。」また、「溜水地区へ向かうのに県
道を利用していたが、到着まで時間短縮ができるようになった。」などの意見
が寄せられ地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。
　また、工事施工時に設置する工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業であることを明記し事業の周知を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：塚原～竹ヶ山線）整備事業

新富町長

新富町大字新田

　町道 塚原～竹ヶ山線は周辺地域の大部分を耕作地が占めており、主に
耕作地への出入路としての活用と地域住民の生活交通に重要な役割を
持った路線であるが、現道幅員は2.5m程度最も狭小な区間は2.0m程度であ
るため車両の離合が困難であり、また老朽化による路面のひび割れの発生
など車両の通行に支障をきたしている。
　このため、改良工事を実施し、交通状況の改善を図り地域住民の安心安
全の確保及び利便性の向上を目標とする。

道路改良工事　延長L=230.0m



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２７年度 ２８年度 ２９年度 計

円 円 円 円 円 円

2,564,000 38,431,382 42,698,179 83,693,561

交付金額 2,381,000 36,000,000 40,580,000 78,961,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

平成２７年度から平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の改良工事が完了となり、路面のひび割れ等が改善され、地域住
民へヒアリングを実施したところ「路面の平坦性が解消されたことにより、大型
車両通行時の振動等がなくなり、生活が大変快適になった」との意見が寄せ
られ、地域住民の交通環境の改善に寄与することができた。
　また、工事施工時に設置する工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業であることを明記し事業の周知を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：樋之元線）整備事業

新富町長

新富町大字下富田

　町道 樋之元線は幹線道路である越馬場～今別府線と末永～鬼付女線と
を結ぶ1級町道であり、地元住民にとって重要な路線であるが、現在は道路
の老朽化による路面のひび割れの発生や平坦生の悪化による振動の発生
等、車両の通行に支障をきたしている。
　このため、改良工事を実施し、交通状況の改善を図り地域住民の安心安
全の確保及び利便性の向上を目標とする。

道路改良工事　延長L=541.2m　幅員W=6.5m



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度 28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

1,258,500 73,563,034 59,284,706 134,106,240

交付金額 1,258,000 70,331,000 57,400,000 128,989,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

平成２７年度～平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事が完了となり両側に歩道の整備および外灯の設置が行われ
通行者へヒアリングを実施したところ「歩道も整備され、街灯もついたので昼
夜を問わず安全に歩ける」との意見が寄せられ、地域住民の生活環境の改
善に寄与することが出来た。
　また、工事施工時に設置する工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業であることを明記し周知を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：平田～栗野田線）整備事業

新富町長

新富町大字上富田

　町道 平田～栗野田線は、沿線に新富町役場を含む官公庁施設及び公園
等が集中しており、国道１０号と役場庁舎等各避難施設を結ぶ本町の重要
な幹線道路および避難道路であるが、現況道路は外灯が設置されていない
ため暗く、また、歩道部についてはバリアフリー化されていないことや、歩道
未整備区間がある為、緊急避難時の通行など総合的に歩行者の安全確保
に支障が出ている状況にある。
　
　さらに、新富複合施設建設に伴い今後の交通量増加が見込まれる為、改
良拡幅工事（車道W=10.5m+歩道3.0m×両側）を実施し、通行者の安心安
全の確保と利便性の向上を目標とする。

道路改良工事　延長L=300.6m



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度 26年度 27年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

16,909,000 8,291,900 13,754,985 6,170,640 45,126,525

交付金額 15,000,000 8,000,000 13,050,000 5,880,000 41,930,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

平成25年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の排水路整備が完了となり、地域内の排水路が改善され、地域住
民にヒアリングを実施したところ、「排水路の通水状況が良くなり、異臭がなく
なった。豪雨時の冠水や、溢水などもなくなり今後心配がなくなった。」との
意見が寄せられ地域住民の生活環境の改善に寄与することが出来た。
　また、工事施工時に設置する工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業であることを明記し事業の周知を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：六反田地区排水路）整
備事業

新富町長

新富町大字日置

　当排水路は、地域住民の重要な排水路であるが、排水断面が小さく勾配も
緩いため排水が常時滞留し、異臭等で地域住民の生活に支障をきたしてい
る。また、豪雨時には当排水路から住宅地内への溢水や敷地冠水がみられ
苦情が寄せられている。
　このため、排水路整備工事を実施し、排水状況の改善を図り地域住民の
生活基盤の整備を図る。

排水路整備工事　L=534.7m


